
2018年 7月 29 日 

福音書からのメッセージ 

イエスが舟に乗り込まれると、風は静まり、

弟子たちは心の中で非常に驚いた。 

（マルコによる福音書6章51節） 

 

今日読まれた箇所には、イエス様が湖の

上を歩かれた場面が描かれています。いわ

ゆる奇跡物語です。聖書にはたくさんの奇

跡物語が載せられています。でもそれは、

決して手品のようなものではありません。

イエス様は奇跡を通して、わたしたちとど

のように関わってくださるのかというこ

とを伝えてくれているのです。 

今日の箇所で、弟子たちはイエス様を残

して、自分たちだけで舟に乗りました。そ

れは、イエス様がそうさせたからです。「強

いて舟に乗せ」とあるように、イエス様は

群衆を解散させ、祈られたあとに、弟子た

ちをいわば強引に舟に乗せたのです。たと

え、「わたしも残ります」と言った弟子が

いようとも、「舟に乗りなさい」と命じた

のです。 

弟子たちは自分たちだけで、湖の向こう

岸に渡ることになりました。その途中彼ら

は、逆風のために漕ぎ悩むのです。夕方ご

ろ湖の真ん中に出ていた舟は、夜が明ける

ころになっても進んでいませんでした。お

よそ 10 時間、彼らは必死になって、イエ

ス様がいない中、舟を漕いでいたのです。 

このような場面に、わたしたちも出くわ

すことはないでしょうか。とてつもない向

かい風にあおられ、前に進むどころか目も

ロクにあけることができない。とても順調

に進んでいるはずだった。何もかもうまく

いくと思っていた。でも突然暗闇につつま

れ、波が襲い掛かり、嵐がその身を水の中

に引きずり込もうとするのです。必死に前

に進みたい。何とかこの状況を脱出したい。

でもどれだけ漕いでも、前に進むことがで

きない。それどころか、どこに向かったら

いいのかもわ

からない。 

そこにイエ

ス様が来てく

れたというの

が、この物語で

す。来られるは

ずのない場所

に来て、声を掛

け、舟に乗り込

み。波を静めて

くれる。それが

イエス様なの

です。2000 年前に弟子たちの前に来られ

たイエス様は、今、わたしたちの元にも同

じように来てくださるのです。 

わたしたちは、突然逆風に襲われること

があります。自然災害、病気、人間関係、

仕事のこと、将来の不安。わたしたちはし

ばしば、その逆風に漕ぎ悩み、前に進むこ

とをあきらめてしまいます。そのときには、

どうか思い出してください。イエス様は決

してあなたを見捨てたりはしない。「こん

なところに来てくれるはずなどない」、そ

う思っているその場所に、来てくださいま

す。「安心しなさい、わたしだ」、そう言っ

て、あなたがいる同じ舟に乗り込んでくだ

さるのです。 

「大丈夫、わたしはいつもあなたと共に

いる」。その約束を信じて、歩んでいきま

しょう。そして今漕ぎ悩み、助けを求めて

いる人に、共にいてくださるイエス様のこ

とを伝えていきましょう。 
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